
QGISを用いた紙地図から	  
デジタルデータへの変換	



今日はQGISのまとめ	

手順	  
①基盤地図情報からダウンロード	  
②基盤地図情報をFGDVを用いて変換	  
③QGISを使って紙地図をジオリファレンス	  
④QGISを使って紙地図の情報をデジタイズ	

ダウンロードから地図データ作成まで通してやってみる。	



基盤地図情報を検索	



基盤地図情報を検索	

「基盤地図情報サイト|国土地理院」をクリック 	



基盤地図情報のダウンロード	

「基盤地図情報」のダウンロードをクリック	



「ログイン画面はこちら」をクリック	

基盤地図情報のダウンロード	



・ログインIDを持っている人は	  
ユーザーIDとパスワードを入力しログイン	  
・ログインIDを持っていない人は	  
新規登録へ	

基盤地図情報のダウンロード	



基盤地図情報縮尺レベル２５０００の	  
「JPGIS形式」をクリック	

基盤地図情報のダウンロード	



p 基盤地図情報縮尺レベル２５００	  
	   	   	   	   	  →２５００分の１スケールで都市部単位	

p 基盤地図情報縮尺レベル２５０００	  
	   	   	   	   	  →２５０００分の１スケールで都道府県単位	

p 基盤地図情報数値標高モデル	  
	   	   	   	   	  →標高のデータ（DEM）で５m,１０mがある	

p 基盤地図情報測量の基準点	  
→測量の基準点で測量成果	

p 基盤地図情報街区の境界線および代表点	

今回は宮城県のデータを利用することから宮城県のデータをダウンロードする。	  
「基盤地図情報縮尺レベル２５０００」をクリックする。 	

基盤地図情報のダウンロード	



必要なデータを選択して次へ	

基盤地図情報のダウンロード	



必要なものを選択したあとは「まとめてダウンロード」をクリック	

基盤地図情報のダウンロード	



基盤地図情報閲覧コンバートソフト」を	  
クリックしてダウンロード 	

基盤地図情報のダウンロード	



基盤地図情報を変換	
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「基盤地図情報の地図データ」と「変換ソフト」が	  
ダウンロードされた状態にあるはず。 	



変換ソフト「FGDV」を解凍 
「FGDV」から右クリックで「すべて展開」を選択する。すると解凍が始まる。 	



解凍されたフォルダから、	  
「FGDV.exe」を選択し、変換ソフトを起動する 	

基盤地図情報を変換	



タスクバーの「ファイル」から「新規作成」をクリックする 	

基盤地図情報を変換	



①「追加」ボタンをクリック	  

②ダウンロードした基盤地図のデータを選択	

基盤地図情報を変換	



図のように選択されたら、「OK」をクリック	

基盤地図情報を変換	



基盤地図情報を変換	



基盤地図情報を検索	

QGISの形式に変換するために、	  
タスクバーの「コンバート」から「シェープファイルへ出力」を選択 	



基盤地図情報を検索	
Before	 A,er	

すると変換ウィンドウがでてくるので、変換項目についてチェックをする。	  
また、保存先も選択する必要があるので、出力先フォルダから保存先を選び、「ＯＫ」をクリック 	



基盤地図情報を検索	

うまく変換ができれば、以下のようなメッセージがあらわれる。	  
データ形式は「Shapeファイル」になっている。	
	



これで、変換は完了し、基盤の地図データができた。 	

基盤地図情報を変換	



QGISを立ち上げる 	



座標系の設定	

前々回の復習	  
座標系の設定：日本測地系平面直角座標系第１０系	  



基盤地図情報の表示	
①ベクトルレイヤの追加	

②データの参照をする	



基盤地図情報の変換した地図データを選択し、「開く」をクリック 	

基盤地図情報の表示	



基盤地図情報の表示	



読み込んだ状態のデフォルトではあまりきれいで
ないので、色の変更をする。	
QGISはレイヤ構造のGISである。	
変更したいレイヤを右クリックする。	
→今回はWLを選択	
そこで「プロパティ」をクリックする。	
	

基盤地図情報の表示	



レイヤプロパティが開かれる。シンボルから色を変更し、「ＯＫ」をクリック 	

基盤地図情報の表示	



シンボル変更についてちょっとした小技 	

QGISのシンボル表現は種類が少ないため、表現に限界がある。	  
しかし、いろいろな技を駆使すればある程度見栄えの良いマップは作成可能となる。	

RailCLを変えたいときレイヤプロパティから	  
「新シンポロジー」をクリック 	



「YES」をクリック 	

シンボル変更についてちょっとした小技 	



鉄道線なので、それに見合ったシンボルを選択すると、少し表現がきれいになる 	

シンボル変更についてちょっとした小技 	



基盤地図情報を表示	



今回使用する画像データ 	
①２５０００分の１の地形図	 ②オルソ化された空中写真	

日本地理学会	  
災災害対応本部津波被災マップ作成チーム	  
hCp://danso.env.nagoya-‐u.ac.jp/20110311/	  
hCp://danso.env.nagoya-‐u.ac.jp/20110311/map/index.html（地図ページ）	  
	  
	

国土地理院	  
平成23年（2011年）東日本大震災に関する情報提供	  
hCp://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h23_tohoku.html#namelink2	  
hCp://saigai.gsi.go.jp/h23taiheiyo-‐hr/index.html（空中写真）	  
	



ジオリファレンスの作業	

タスクマネージャーの「プラグイン」から	  
「Georeferencer」をクリック 	



タスクバーから「ラスタを開く」のアイコンをクリック 	

ジオリファレンスの作業	



ジオリファレンスの作業	



位置座標を与えるために「ポイントを追加」をクリック 	

ジオリファレンスの作業	



特徴的な地物に点を与える 	

このようなウィンドウが現れるので、	  
「マップキャンバスより」をクリック 	

ジオリファレンスの作業	



ジオリファレンスの作業	



これでラスターデータに位置座標がリンクされた状態になる。	  
それを５点〜１０点ほど別の地点で繰り返して行う。	  
その際、地形図をまんべんなく網羅するように点を打っていく。	
今回は７点ほど位置座標をあたえた。	
	

このアイコンをクリックし、位置参照データをもった画像データに変換 	

ジオリファレンスの作業	



変換の設定のウィンドウがあらわれる。	
変換タイプ：多項式１	
再サンプリング手法：再近傍	
圧縮方法：NONE	
出力ラスタ：出力先	
ターゲットSRS（座標系）：JGD2000の第10系	

“実行された時にQGISにロードしま
す”にチェックをいれておくと、勝手に
QGISに表示される 	

ジオリファレンスの作業	



「ＯＫ」を押すと位置情報付きの画像データができる。	  

ジオリファレンスの作業	

オルソ化された空中写真も同じ要領でジオリファレンスをおこなう	



ラスタをデジタイジング	



GISのデータにおいて大切な項目は	  
	
　・「点,線,面」のどのデータであるか	
　・位置座標系は何を使用するか	
　・属性値になにをいれるか	  
	
この３点である。それぞれ自分の作成
したいデータがなにかを考えそれに
伴った項目を選択する。	
　今回は、被災家屋の流出について面
（ポリゴン）データを作成する。	

タイプ：ポリゴン	
CRS	  ID：JGD2000平面直角第10系	
新しい属性：流出（整数値）	
　　　　　　　　種類（テキスト）	
	  
を選択し、「ＯＫ」を選択する。	
	

ラスタをデジタイジング	



保存するファイル名を記入し、「Save」をクリック 	

以下のようなファイルがQGISに追加される 	

ラスタをデジタイジング	



ラスタからベクタを作成 	



ラスタからベクタを作成 	



属性値をウィンドウに従って入力し、「ＯＫ」をクリック 	

データを入力を繰り返し、	  
アイコンで保存、	  
をもう一度クリックすると編集が終了 	

ラスタからベクタを作成 	



作成したデータのシンボルを変更し、わかりやすくしてみる。	
流出有無ポリゴンからレイヤプロパティを開き「シンボル」の「固有色」を選択 	

ラスタからベクタを作成 	



分類フィールドで、表現したい項目を選択し、「分類」をクリックする。
そして各々のクラスの色を変更し、「ＯＫ」を押す 	

ラスタからベクタを作成 	

１
０	



流出した家屋は赤で、残存した家屋は緑で示すことができる 	

ラスタからベクタを作成 	



やってみよう！	

利尻島のデータを使って、地形分類図のベクトルデータを作成しよう！	


